


飯舘きっての老舗「ゑびす庵」。「気楽に
集まって話せる場所にしたい」と一昨年
から村内で営業しています。自慢の手打
ちうどんの各種メニューの他、カツ丼や
焼き魚定食などの丼・定食類もありま
す。予約があれば夜の宴会もOKです。
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食べごたえのあるエビ天（しか
も中のエビはプリプリ！）とふわ
ふわ卵、さらにはキノコや野菜
も乗った豪華版。手打ちのうど
んとやさしいつゆを、それぞれの
具材が引き立てる味わい深い一
品です。他のメニューのごひいき
さんも、ぜひ一度お試しを！

今月の
  １枚

☎0244-43-2018

ゑびす庵
飯樋字町374-1

   野菜たっぷりの「五目うどん」 
 「肉うどん」「鍋焼きうどん」など
  これからの季節にますますおいしい
  あったかメニューがたくさんあります。

報告のページ　台風19号村内被害速報
お知らせのページ　この秋の農業トピックス
敎育委員会NEWS!  説明会Q&A
報告のページ　飯舘村表彰式
特集  いいたてマップ2019  ※取り外して使えます

教育のページ　小学校の特別授業
いいたて便り
話題のパレット
そのこころはっ ほか

おしらせのページ  10月のできごと ほか   
入札結果
きてみて ／ラオス通信。
こころのぽけっと ／ ひとのうごき
ホープス ／ 編集後記
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営業時間：午前11時〜午後３時
定休日：毎週火曜日

昨年福島市から村に嫁いだ
長正景子さん（大久保・外
内）と長男の桜空くん（５
か月）です。近くに住む方
から「お散歩している２人
の姿がほほえましくて元気
をもらっているんですよ」
と聞き、近所の畑で、撮影
モデルをお願いしました。

手打ちうどんの店

ゑびす庵うどん（1,100円）

※台風19号被災の影響でレギュラーコーナーの一部をお休みします。

令和元年台風19号　村内被害速報
報告

さ   く

　村は、10月12日の午後１時に、飯舘村災害対策本部を設置。同時に、避難所（村役場及びビレッ
ジハウス）を開設しました。大倉集会所に自主避難した人を合わせて18人が、避難所で一夜を過ご
しました。また、12日の夜には、大倉地区で断水が発生。村は、明けて13日から、給水を開始しまし
た。給水には、災害派遣の自衛隊も協力しました。
　13日は、深谷地区で行方不明者の捜索も行われました。警察の要請を受けて、同日午後から、役
場職員も捜索に協力。しかし発見には至らず、翌14日は、村の消防団員39人も加わって捜索が行わ
れ、村の消防団員が排水路で行方不明者のご遺体を発見しました。
　また発災時から、職員が村内のパトロールを行い、被害状況の確認を行っています。災害対策本
部は23日の会議をもって解散しましたが、復旧に向けた取り組みは長期化する見通しです。村は、い
ち早く専決処分で約２億７千万円の補正予算を組み、災害対応にあたっています。

経
過

小滝大倉線（通行止）

　「令和元年台風第19号」は、10月12日に静岡県伊豆半島から本州に上陸し、勢力を
保ったまま、13日にかけて、東海地方、関東甲信越地方、東北地方を北上。各地で、観測
史上最大の降水量を記録し、甚大な被害をもたらしました。村内では、12日午後から風
雨が強まり、河川や農地、道路、家屋等に多数の被害が発生。さらには、冠水した道路を
通行していたとみられる川俣町の男性1人が亡くなり、大倉地区では長期にわたり断水
が続きました。村内の被害状況等について、10月23日現在の集計をもとに報告します。
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総務課総務係 ☎0244-42-1611

人的被害　死亡者１名（川俣町の住民）
家屋（建物）及び家屋周辺の被害
　被害報告によるもの…床上浸水２件、床下浸水３件
　見守り隊の現地確認によるもの…被害戸数111戸（宅地・昇口等の崩落被害等）
水道施設　飯舘簡易水道施設４か所、大倉簡易水道施設３か所　
村道　138か所（道路陥没、道路決壊等）　
　※通行止め村道・５路線
　（佐須大倉線・小滝大倉線・北ノ坂湯舟線・渡戸前田線・小宮風兼線）
普通河川　２か所
農業関係　水田・畑等 219か所
　　　　　作物被害　 5.3ha(水稲、飼料米、ソバ等)
　　　　　施設等被害 ２件（栽培ハウス１棟、ポンプ３台）
林業関係　林道  13路線　「宿泊体験館きこり」は、大倉地区はもとよ

り、相馬広域で断水になっている地区の方を
対象に、日帰り入浴を無料で利用できるように
しました。
　また、各方面から、保存飲料水のご支援を
いただき、断水した大倉地区に配付をさせて
いただきました。ご支援ご協力を、ありがとう
ございました。

　飯舘観測所で、10月11日から13日の３日間
に観測された総雨量は、例年1か月分の降
水量を越える346㎜を記録しました。その豪
雨の影響で、河川が増水し、道路の冠水、農
地の浸水などが相次ぎ、各地で土砂崩れも
発生しました。県道12号線（原町川俣線）が
八木沢地区で陥没のため通行止めとなった
（現在は解消）のをはじめ、県道・村道でも多
くの損壊が確認されています。

被
害

支
援

　詳しい被害状況など、今後の集計によるも
のは、次号以降の広報で引き続きお知らせしま
す。なお、台風被害に関するお問い合わせやご
相談は、総務課総務係までお寄せください。

村
の
被
害
状
況 

※
10
月
23
日
時
点

10月23日現在、
村全体の被害額
は、約12億円に
のぼると見込ま
れています。

佐須地区

前田地区

関沢地区　褄ノ橋付近
（新田川・13日朝）

百目木比曽線

大倉地区（土砂の流出により破損し露出した水道管）
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こ
の
秋
の
農
業
ト
ピ
ッ
ク
ス 

ヤマヒト事業 今年度の活動をスタート

村民の新たな取り組み 各地からの視察に対応

13区営農組合 法人となり本格始動

村
内
で
展
開
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
の

続
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
深
谷
行
政
区
の
有
志
の
グ

ル
ー
プ「
フ
ォ
レ
い
い
た
て
」が
、

３
年
目
と
な
る「
ヤ
マ
ヒ
ト
事

業
」の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。「
ヤ
マ
ヒ
ト
事
業
」の

正
式
名
称
は
、「
ヤ
マ
と
ヒ
ト
の

健
康
づ
く
り
事
業
」で
す
。里

山
再
生
の
活
動
と
、健
康
増
進

の
取
り
組
み
を
組
み
合
わ
せ

て
、「
ヤ
マ
」と「
ヒ
ト
」を
同
時

に
元
気
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
で
す
。

　「
フ
ォ
レ
い
い
た
て
」は
、「
村

民
の
森
あ
い
の
沢
」で
、週
に
１(上)保健師が血圧を測定し健

康状態を確認。(下)初回の10
月３日は、全員で現地を歩き
活動内容を検討しました。

　上飯樋地区で、農地を
借り上げ、WCS※や牧草
などを生産する「13区営
農組合」が、10月に法人
化の手続きを済ませて、
本格的に活動を始めまし
た。
　同組合では、これまで
整備を進めてきた農地を
耕起し、堆肥を入れて、来
春からのWCSの生産に
向け、準備を進めていま
す。この秋は、ナタネや牧
草の種をまき、来年度の
活動につないでいくという
ことです。

　
村
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
視
察
し
た
い
と
い
う
申
し
入
れ
が

相
次
い
で
い
ま
す
。９
月
27
日
に
は
、「
環
境
経
済・政
策
学
会
」が
来
村

し
、関
根・松
塚
地
区
で
、山
田
猛
史
さ
ん
の
水
田
放
牧
、大
久
保・外
内

地
区
で
、地
域
住
民
に
よ
る
エ
ゴ
マ
栽
培
及
び
福
島
大
学
の
実
証
栽
培

を
視
察
し
ま
し
た
。多
様
な
視
察
の
受
け
入
れ
に
は
、多
く
の
農
家
の

皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

回
、下
刈
り
や
落
ち
葉
か
き
、

枯
れ
枝
の
集
積
な
ど
を
行
い
、一

帯
の
環
境
整
備
に
汗
を
流
し

ま
す
。ま
た
、毎
回
、活
動
の
前

に
、血
圧
測
定
や
健
康
観
察
を

行
い
記
録
を
す
る
他
、健
康
福

祉
課
が
健
康
講
話
な
ど
を
企

画
す
る
回
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
復
興
対
策
課
農
政
第
一
係
で

は
、こ
の「
ヤ
マ
ヒ
ト
事
業
」を

活
用
す
る
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す（
今
年
度
分
は
終
了
）。

詳
し
く
は
、同
係
ま
で
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全国に向けPR
新そばの季節

　今年は、ソバ畑も、多くの地域につくられ
ました。前田地区の「前田明神そば生産組
合」が生産したソバ粉は、この秋、道の駅な
どで販売される予定です。

村の農業委員会（菅野啓一会長／比曽）が協力す
る「東大むら塾」のソバ畑。10月９日に学生らが
収穫作業を行いました。このソバの一部は、農業
委員会主催の「農業者等との意見交換会」で手打
ちそばとして振る舞われます。※10月24日時点の予定

花き農家の協力のもと
「“よい仕事おこし”フェ
ア」に出展しました。写
真は髙橋日出夫さん（関
根・松塚）のアルストロ
メリアの収穫作業。

いいたての花

　
カ
ス
ミ
ソ
ウ
、リ
ン
ド
ウ
、ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、ア
ル
ス

ト
ロ
メ
リ
ア
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
花
が
、村
内

で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。市
場
で
評
価
さ
れ
、高
価

格
で
取
り
引
き
さ
れ
る
例
も
増
え
て
き
ま
し
た
。10

月
に
は
東
京
で
の
催
し
に
村
が
出
展
し
、「
い
い
た
て

の
花
」の
品
質
を
P
R
し
ま
し
た
。※
P
20
に
記
事

地区内で農地を使わない人
はどんどん貸してと話して
います。「災い転じて福と
なす」気持ちで、農地の集
約も進めていきたいです。

エゴマをはじめ収穫後の雑
穀は手作業で根気よく処理
します。高齢者ならではの
ていねいな仕事でよい製品
ができると思いますよ。

関根
松塚

大久保
 外内

水田放牧について説明する
山田猛史さん（関根・松塚）

大久保・外内地区の取り組みを
紹介する長正増夫行政区長

台風19号の影響により、村内の農地や農業用ハウスの一部に被害がありました。また、収穫前の水田やソバ畑の一部では、倒伏の被害もありました。農政第一係では、被害状況を集約し、相談も受け付けています。
問 農政第一係☎ 0244-42-1621

※WCS＝ホールクロップサイレージの略

地区と協力し農地保全
に取り組んできました
（７月撮影）
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お寄せいただいた
ご質問･ご意見に
お答えします

教育委員会
NEWS !

No.６

　義務教育学校開校に関する第２回住民説明会（こども園保護者説
明会・意見交換会）を９月２７日に開催しました。説明会には、保護者を
はじめ40名の皆様に出席いただき、質疑や意見交換を行いました。
　説明会でいただいた意見や、説明会後に寄せられた質問や意見に
ついて、以下のとおりお答えいたします。

中１ギャップ（※）の解消等、義務教
育学校に期待したい。卒業後も先
輩・後輩関係が築けるか不安だ。

９学年になると、慣れが出てくると思
う。 仲の良いグループができて、グ
ループに入れない、人見知りが増え
たりするのではないか。

他町村の児童生徒との交流はどう
なるのか。

現在は各学級が少人数であるた
め、担任がきめ細かに一人ひとりを
見取り、学級全員で仲良くできる働
きかけと環境づくりをしています。今
後は義務教育学校の利点を生か
し、縦割り活動の機会を充実させる
ことで、学年の枠を越えて様々な児
童生徒が仲良く活動できる機会を
増やします。さらに、他校との交流
活動を継続して行うことで同年代
の多くの児童生徒と関わる機会を
設定していきます。

養護教諭の配置はどうなるのか。 養護教諭の配置については、前期
課程（小学校に相当）と後期課程

（中学校に相当）に各１名配置さ
れる見込みです。

支援が必要な児童の放課後サービ
スを検討して欲しい。

ご要望の放課後等ディサービス事
業については、施設の整備や指導
員・療法士等の人的体制の整備
等、課題が多くありますので、調査・
検討させていただきたいと思いま
す。

他町村にない特色ある教育、学校
給食のアレルゲン対応等の取組み
をして欲しい。 種々の対応が、村の
学校に通学させるかどうか、判断の
一つになると思う。

食物アレルギーをお持ちのお子さ
んには同じメニューのアレルゲン除
去食を提供しています。アレルギー
の症状は命に関わる場合もあるの
で、今後も、使用する食材の確認を
ていねいに行っていきます。
現在、義務教育学校の教育課程を

住民票を異動した場合には、異動
した市町村教育委員会と協議を行
い、保護者の意向に沿って対応し
ていきます。

子どもたちの体力づくりのため、中
学校のバドミントン部だけでなく、小
学生から放課後のスポーツクラブの
ような活動が必要ではないか。

義務教育学校になることを生かし、
９年間を見通した体育全体計画を
立て、系統的・計画的に体力の向
上を図ります。また、小学校の高学
年から部活動に希望参加できるこ
ととし、さらに体力の向上を図りま
す。放課後のスポーツクラブ設置に
ついては、外部関係機関の協力・
連携が必要となってくるので、今後
協力していただける関係機関の調
査も含め検討します。

Q. A.

Q.

Q.

Q.

Q.

A.

A.

Q. A.

Q. A.

Q. A.

問 飯舘村教育委員会　
☎ 0244-42-1631

ご質問・ご意見は、教育委員会まで

※一部の児童が、小学校から中学１年生に
進級した際に被る、心理や学問、文化的
ギャップと、それによるショックのこと。

協議中ですが、今後、協議した内容については、保護者及び地域
の皆様にお示しし、皆さんと義務教育学校の魅力を共有したいと
考えています。新しい学習指導要領の大きな柱に「社会に開かれ
た教育課程の実現」があります。社会と連携・協働しながら、未来
の創り手となるために必要な資質・能力を育むため、地域の力を生
かす学校、地域に貢献する魅力ある学校づくりに努めていきます。

途中で住民票（現住所）が変わっ
た場合、村の学校に通い続けるこ
とは可能か。

説明会
Q&A
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令和元年11月号11

いいたてマップ 2019

ま
で
い
の
村
に
、
よ
う
こ
そ
！

特集

広
報
で
お
伝
え
し
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ッ
ト
を

１
枚
の
地
図
に
ま
と
め
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
10
月
現
在
の

村
め
ぐ
り
の
マ
ッ
プ
で
す
。

広
報
か
ら
取
り
出
し
て

使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

令和元年11月号11

報告のページ

飯舘村選挙管理委員会委
員20年・うち選挙管理委
員長４年

飯舘村民生児童委員15年
１月・国民健康保険運営
協議会委員18年

飯舘村固定資産評価審査
委員12年４月

飯舘村固定資産評価審査
委員12年

飯舘村消防団団員32年飯舘村選挙管理委員会委
員12年

　

令
和
元
年
度
の
表
彰
を
受
け
た
、特

別
功
労
表
彰
１
人
、功
労
表
彰
５
人
の

方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
表
彰
は
、村
が
、表
彰
条
例
に
基

づ
き
、村
の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。表
彰
式
は
、毎

年「
村
民
の
日
」に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

 菅野 康雄さん
（関根・松塚）

功労表彰

表彰式は、９月30日、歴代の受賞者
や来賓、関係者が出席し、交流セン
ター「ふれ愛館」で行われました。

 西尾 ツネさん
（二枚橋・須萱）

功労表彰

 髙野 京子さん
（大倉）

特別功労表彰

 鴫原 三枝子さん
（長泥）

功労表彰

 須和 正則さん
（関沢）

功労表彰

 赤石澤 傭さん
（上飯樋）

功労表彰

令和元年度

飯舘村
表彰式

令和元年11月号 10



令和元年11月号 12令和元年11月号13

あじさいロード●
6月中旬˜下旬      

いいたてマップ２０１９

真野川渓谷

真野ダム

大倉大橋

快
適
だ
道

石ポロ坂トンネル

野手上山

ゑびす庵

氣まぐれ茶屋ちえこ

山津見神社

宿泊体験館きこり

村民の森あいの沢

至R115

至月舘・R115

至相馬

至南相馬

至月舘

至川俣
　福島

県道原町川俣線

大火山

いいたてスポーツ公園

学
校
エ
リ
ア

村
役
場
●

交流センター「ふれ愛館」

明神岳

綿津見神社

やすらぎ工房

佐須峠

戦山

●
駐
在
所
･
消
防

●
い
い
た
て
ホ
ー
ム

●
い
ち
ば
ん
館

はやま湖

桜並木
大雷神社

マキバノハナゾノ長泥の桜

沿道のアジサイや庭先の花々など村内
には有名無名の花の見所が他にもたく
さん！出会いを楽しんでください。

台風被害などによる通行止めがある他、帰還困難
区域には立ち入り制限があります。お出かけの際
は最新の交通情報をご確認ください。

比曽の
ミズバショウ

ツツジの森 飯
舘
復
興
の
桜

大倉の桜

野手神ダム

岩部ダム
新田川渓谷

至山木屋

至津島

新田川

飯樋川

比曽川

民家園●
作見の井戸●

東北大学惑星圏
飯舘観測所●

虎捕山

GS GS

GS

二枚橋の
ミズバショウ

●
い
い
た
て
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
つ
な
が
っ
ぺ

●
社
会
福
祉
協
議
会

●
商工会

ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
●

大倉簡易郵便局

小宮簡易郵便局

二枚橋郵便局

秋の真野川渓谷

夏のはやま湖

交流センター「ふれ愛館」

学校エリア(右)といいたてスポーツ公園

小中学校の校舎と前庭

秋の野手神

春のマキバノハナゾノ

秋の真野川渓谷

夏の明神岳

宿泊体験館きこり

村民の森あいの沢・あいの浮橋

大雷神社の桜並木

大火山ツツジの森

飯舘復興の桜

ふくしま再生の会●

●農泊施設「風と土の家」

三
千
本
の
復
興
桜

花仙人の楽園

いいたて村の道の駅までい館

ほっこり

いいたて

 めぐり

真野川

令和元年11月号 12令和元年11月号13



教育のページ
小学校の
特別授業を
紹介します！

 

10
月
２
日
、小
学
校
に
、「
ア

ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
」（
い

わ
き
市
）か
ら
移
動
水
族
館

車
ア
ク
ア
ラ
バ
ン
が
来
校
し
、

全
校
児
童
が
福
島
沖
に
住

む
水
の
生
き
物
な
ど
に
触
れ

ま
し
た
。ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま

れ
た
水
槽
に
は
、サ
メ
や
ウ

ニ
、ヒ
ト
デ
な
ど
が
入
っ
て
お

り
、児
童
が
直
接
触
れ
て
感

触
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　
白
戸
凌
駕
さ
ん（
６
年
生
）

は
、「
生
き
て
い
る
ウ
ニ
に
初

め
て
触
り
ま
し
た
。ト
ゲ
ト

ゲ
し
て
い
ま
し
た
」と
興
奮

気
味
に
感
想
を
話
し
ま
し

た
。

飼育員からタツノオトシゴの体の仕組みについて聞きました

村に水族館がやってきた！

小学生が稲刈り体験

　
10
月
10
日
、草
野
・
飯
樋
・

臼
石
小
学
校
の
全
校
児
童

が
、村
内
の
水
田
で
稲
刈
り

を
体
験
し
ま
し
た
。震
災
後

に
村
内
で
行
っ
た
の
は
、昨
年

に
続
き
２
回
目
。児
童
は
、

地
元
農
家
や
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
な
が
ら
、佐
藤
博
さ
ん（
二

枚
橋
・
須
萱
）が
所
有
す
る

水
田
で
、鎌
を
手
に
稲
刈
り

を
行
い
ま
し
た
。

　
児
童
は
、村
民
か
ら「
１

年
に
１
回
の
収
穫
だ
か
ら
、

大
事
に
丁
寧
に
な
」と
声
を

か
け
ら
れ
な
が
ら
、実
り
の

秋
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

刈った稲を
自然乾燥させる
「はせがけ」も
体験しました

り
ょ
う
が

小学校の
特別授業を
紹介します！

令和元年11月号15

教育のページ
いいたてマップ２０１９

● 紹介施設メモ ●

宿泊体験館きこり
深谷字市沢166-6
☎0244-42-1012（電話受付午前9時〜午後６時）
※宿泊は希望日２日前の午前中までに予約
日帰り入浴　午前10時〜午後６時（最終受付午後５時30分）
イオラ（岩盤浴）　午前10時30分〜午後５時30分
　　　　　　　（最終受付午後４時30分）

いいたて村の道の駅までい館
深谷字前12-1　
☎0244-42-1080

（11月〜２月）午前10時〜午後５時
（３月〜１０月）午前10時〜午後６時
定休日：毎週水曜日
※公衆トイレは無休・24時間利用できます
※併設のコンビニは無休・午前６時〜午後８時

手打ちうどんの店 ゑびす庵
飯樋字町374−1　
☎0244-43-2018
午前11時〜午後３時
定休日：毎週火曜日

氣まぐれ茶屋ちえこ
佐須字佐須200　
☎0244-42-1303／080-5551-8749
午前11時〜午後３時
営業日：火・水・木曜日※その他は要予約

山津見神社（オオカミ天井絵）
佐須字虎捕266　
☎0244-42-0846

（社務所は午前９時〜午後５時で火曜日はお休み）
自由見学ができます

刃物の館やすらぎ工房  飯舘工場
草野字大師堂133-37　
☎0244-42-0333
午前10時〜午後５時
不定休

いいたてスポーツ公園
伊丹沢字山田380番地
 ☎0244-42-0152
開館時間：午前9時〜午後9時
※利用申し込みがない平日午後5時15分以降は閉館
休館日：年末年始
※土・日曜日、祝日および平日の午後5時15分以降
については、事前予約がある場合のみ、自主管理に
て利用が可能。予約がない場合は休館

※10月24日現在の情報です

宿
泊
体
験
館
き
こ
り

道
の
駅
ま
で
い
館

ゑ
び
す
庵

氣
ま
ぐ
れ
茶
屋
ち
え
こ

や
す
ら
ぎ
工
房

山
津
見
神
社
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いいたて便り

飯舘村消防団 秋季検閲式
団員72人が集結しました
　10月６日、飯舘村消防団の秋季検閲式が行わ
れました。会場は、雨天により、消防飯舘分署前
庭から、飯舘中学校体育館に変更されました。式
には、消防団員をはじめ、女性消防隊、役場消防
隊の合わせて72人が参加しました。 団員らは、機
敏に隊列を作り、引き締まった表情で点検を受け
ました。また、髙野進団長（八木沢・芦原）らが訓
示し、村民の安全な暮らしを守るため、防火・防災
に努めることを申し合わせました。式の最後には、
団員の功績を讃える表彰も行いました。

男性のみでわいわいと
料理と花の講座を楽しみました

消防団員らが隊列をつくり、検閲官を務める菅野村
長、消防団幹部が観閲を行いました

　10月16日、「相馬広域こころのケアセンターな
ごみ」が主催する「第２回男性のつどいin飯舘」
が、交流センター「ふれ愛館」で開催され、村内在
住の男性が集まりました。午前中は、おにぎりと豚
汁の調理に、スタッフを含めて男性のみで挑戦し、
出来上がった料理をみんなでわいわいと味わいま
した。午後からは今回のつどいの参加者の一人
である大久保金一さん（小宮）に講師となってもら
い、花の寄せ植えと冬でも枯らさない花の育て方
について学びました。

「村民の日」恒例の牛丼給食
園児が”までい牛”を味わいました
　村の誕生日で「村民の日」にあたる９月30日、

「までいの里のこども園」に「までい牛」の牛丼給
食が登場しました。小林將男さん（関沢）が千葉
県山武市で育てる「までい牛」は、飯舘牛の血統
をつなぐ和牛です。小林さんは、台風15号で被災
したばかりでしたが、園の給食においしい牛肉を
提供してくださいました。子ども達は、先生方から、
震災前の村でたくさんの牛が育てられていたこ
と、牛丼給食が村の誕生日の特別メニューである
ことなどを聞き、うれしそうに牛丼を味わいました。

　　　　　　　　　　甘い脂の牛肉に舌鼓。「おい
　　　　　　　　　　しい！」「また食べたいな」

移住者の皆さんが集いました
モチヨルバルで交流
　10月５日、交流センター「ふれ愛館」で、飯舘村
地域おこし協力隊の松本奈々さん（深谷）が２回
目の「モチヨルバル」を開きました。今回は、移住
者の皆さんが、”持ち寄り”をしながら交流するとい
う企画。村の移住相談室との共催です。当日は、
震災後に村へ移住した17人が集まり、それぞれ自
己紹介や近況報告をしながら、会話と食事を楽し
みました。また、菅野村長も出席し、改めて歓迎の
言葉を述べて参加者と交流。参加者同士も情報
を共有しながら、和やかな時間を過ごしました。

認知症への理解を深めて
支える人をみんなで支えよう
　９月27日、交流センター「ふれ愛館」で、「認知
症サポーター養成講座」を開きました。講座では、
郡山市医療介護病院看護部長の宗形初枝さん
が講師を務め、認知症という病気の成り立ちや、
患者との接し方などについて講演。「村には支え
合う暮らしが備わっています。“認知症の方を支え
る家族”を支えるのが地域です」と、周囲の理解・
協力の大切さも伝えました。この日は引き続き、宗
形さんも加わって、認知症の方を支える家族が思
い語り合う「ゆずカフェ」も開かれました。

村民と一緒に、村内事業者からの出席者も受講し
ました。円内は養成講座・講師の宗形さん

賑わいづくり検討委員会
ワークショップを開催
　役場の若手職員らでつくる「賑わいづくり検
討委員会」は、今年７月から活動しています。９月
29日には、交流センター「ふれ愛館」で、「第１回
賑わいづくりワークショップ」を開きました。ワーク
ショップでは、グループに分かれて、「スポーツ×村
にあるものを活用」「産業×自然」「観光×新たな
体験」をテーマに、自由な発想で話し合いました。
発表では、「農業とスポーツを組み合わせた競技
をつくろう」「アニメ映画をつくり、村をその聖地に
しよう」など、多彩なアイデアが飛び交いました。

ワークショプに参加したのは、村内事業者・移住
者・中学生に委員会のメンバーを加えた29人

自宅周辺一帯に「マキバノハナゾノ」をつくる大久
保さん（中央奥の左側）が講師を務めました

村は､村主催のイベントや村民の皆さんの取り組みを取材し､広報紙･ホームページ等に掲載
しています｡写真掲載に不都合がある方は､お手数でも総務課企画係までご連絡ください。

ハロウィンパーティ風に飾られた会場。写真は個性
豊かな近況報告のリレーが続いた一場面です
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カ
ゴ
に
花
を
つ
け
て
、急
な
坂
道
を
モ

ノ
と
も
せ
ず
に
走
っ
て
い
く
1
台
の
自

転
車
！
し
か
も
伴
走
す
る
の
は
、フ
ワ

フ
ワ
の
し
っ
ぽ
を
揺
ら
す
か
わ
い
い
ワ
ン

ち
ゃ
ん
で
す
。思
わ
ず
撮
影
を
申
し
込

み
ま
し
た
。

　
夕
暮
れ
時
の
村
内
を
颯
爽
と
め
ぐ
っ

て
い
た
の
は
、菅
野
徳
子
さ
ん
で
し
た
。

帰
村
後
、カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
栽
培
・
出
荷
に

挑
戦
し
、道
の
駅
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
に

も
、彩
り
豊
か
な
季
節
の
花
を
出
品
し

て
い
ま
す
。家
族
の
協
力
は
あ
る
も
の

身近な話題を
お寄せください

　10月６日、飯樋復興有志の会
（荒利喜会長/飯樋町）主催
の「山中郷ウォークラリー」が行
われ、多数の参加者が、村の
歴史に詳しい案内人の解説を
聞きながら、戦場跡や陣屋跡、
塩の道などをめぐりました。

話題の
パレット

☎0244-42-1613

関根・松塚

菅野 徳子 さん

の
、フ
レ
ッ
シ
ュ
な
花
を
出
荷
す
る
シ
ー

ズ
ン
は
、毎
日
が
大
忙
し
。合
間
を
縫
っ

て
、愛
犬
コ
ロ
の
散
歩
に
出
か
け
ま
す
。

た
だ
し
コ
ロ
は
、地
区
を
一
周
す
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
お
散
歩
は
、実
は
イ
マ
イ
チ
で

（
の
ん
び
り
歩
く
の
が
好
き
）、伸
び
縮

す
る
リ
ー
ド
が
出
て
く
る
と
、「
え
え

え
え
…
今
日
は
走
る
ん
で
す
か
ぁ
…
」

と
言
い
た
げ
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
。そ
れ
で

も
出
発
す
れ
ば
、は
ず
む
よ
う
に
駆
け

出
し
、徳
子
さ
ん
を
独
り
占
め
し
て
、

と
っ
て
も
満
足
そ
う
な
コ
ロ
で
し
た
。

新著「福島県飯舘村・子安延命
地蔵尊ー現代へのメッセージを
読み解く」を８月に出版した飯
樋町出身の佐藤昌明さん。会場
で希望の人に本をプレゼントし
ました。

　10月７日、飯舘村老人クラ
ブ連合会と北塩原村老人ク
ラブ連合会の交流会が開か
れました。両連合会は震災
後、毎年の交流で絆を深めて
います。今年は初めて飯舘村
内での交流が実現しました。

ウォークラリー後の
交流会。コーラス、
手踊り、フラダンス
などのステージも。

   教えてください

     そ
のワケを

＃６

   その
こころはっ

”ほっこりレストラン”を開店

　
10
月
11
日
、「
い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で

い
館
」の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
、新
宿
調
理
師
専

門
学
校（
東
京
都
）が「
一日
限
り
の
ほ
っ
こ
り

レ
ス
ト
ラ
ン
」を
開
き
ま
し
た
。

　
同
校
の
料
理
の
贈
り
物
は
４
年
連
続
。

「
飯
舘
村
を
応
援
し
た
い
。ま
で
い
な
心
を

共
有
し
た
い
」と
、同
校
の
上
神
田
梅
雄
校

長
が
、在
校
生
や
職
員
と
共
に
、手
づ
く
り
の

料
理
を
村
に
届
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、同
校
伝
統
の「
海
軍
カ
レ
ー
」を
は

じ
め
、「
サ
バ
の
味
噌

煮
丼
」「
麻
婆
茄
子

丼
」の
３
つ
の
メ
ニ
ュ
ー

計
６
０
０
食
を
、元
気

な
笑
顔
で
来
場
者
に

振
る
舞
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

たくさんの笑顔が交
わされました。右の
写真の右から２番目
が上神田校長

サバの味噌煮丼と
野菜けんちん汁 新宿調理師専門学校 グラウンド・ゴルフで

和やかに交流。親睦
会は、宿泊体験館き
こりで行われました。

飯曽小唄を参加者と
一緒に歌いました。

いいたてスポーツ公
園屋内運動場にて。

庭を埋め尽くす季節
の花々

徳子さんの花束は道
の駅の人気商品

今日も一日
がんばったよ
コロ！

お散歩
楽しい♥
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おしらせ
村
産
の
花
を
Ｐ
Ｒ
！

　
”
よ
い
仕
事
お
こ
し
”
フ
ェ
ア

　
全
国
の
信
用
金
庫
の
力
を

結
集
し
、地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
指
す「
２
０
１
９“
よ
い
仕

事
お
こ
し
”フ
ェ
ア
」に
、村
が

初
出
展
。10
月
７・８
日
の
２
日

間
、会
場
と
な
っ
た
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム（
東
京
都
）で
、カ
ス

ミ
ソ
ウ
や
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、ア
ル

ス
ト
ロ
メ
リ
ア
な
ど
、村
内
産
の

花
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。来

場
者
か
ら
は
、「
こ
こ
ま
で
復
興

し
た
の
で
す
ね
」「
と
て
も
き
れ

い
な
花
で
す
ね
」な
ど
、た
く
さ

ん
の
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
村
は
、「“
よ
い
仕
事
お
こ

し
”フ
ェ
ア
」実
行
委
員
会
と
、

地
域
振
興
や
復
興
促
進
に
向

け
た
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。10
月
19
・
20
日
に

は
、実
行
委
員
会
事
務
局
の
城

南
信
用
金
庫
の
役
職
員
が
村

を
訪
れ
、村
内
の
現
状
を
視
察

し
ま
し
た
。

全国各地の「よい仕事」が集結した会場を村
の花が彩り、笑顔の交流が生まれました

令和元年11月号 20
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１
日	•

川
俣
町
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
に
村
の
小
学
生
が
出
場
（
い
い
た
て
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）

２
日	•

賑
わ
い
づ
く
り
検
討
委
員
会
（
村
役
場
）

	
•

ア
ク
ア
マ
リ
ン
移
動
水
族
館
（
草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校
）

３
日	•

第
３
回
行
政
区
長
会
議
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

５
日	•

移
住
者
懇
談
会「
モ
チ
ヨ
ル
バ
ル	

飯
舘
村
づ
く
り
村
民
集
会
」（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

５
・
６
日•

「
Ｇ
Ｔ
Ｆ
グ
リ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
in
２
０
１
９
新
宿
御
苑
」出
展（
東
京
都
・
新
宿
御
苑
）

６
日	•

飯
舘
村
消
防
団　

秋
季
検
閲
式
（
飯
舘
中
学
校
体
育
館
）

	
•

伊
丹
沢
地
区
／
二
枚
橋
須
萱
地
区
作
付
再
開
計
画
等
説
明
会
（
各
集
会
所
）

	
•

大
倉
集
落
協
定
見
直
し
作
業
説
明
会
（
大
倉
集
会
所
）

	
•

山
中
郷
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
飯
樋
地
区
）

７
日	•

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
都
・
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館
）

７
・
８
日•

〝
よ
い
仕
事
お
こ
し
〟フ
ェ
ア
（
東
京
都
・
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

８
日	•

明
治
大
学
農
学
部
農
政
研
修
（
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
）

10
日	•

草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校
の
稲
刈
り
（
二
枚
橋
地
区
）

12
日	•

台
風
19
号
災
害
対
策
本
部
を
設
置
（
村
役
場
）

	
•

台
風
19
号
避
難
所
を
開
設
（
村
役
場
・
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
）

12
・
13
日•

台
風
19
号
に
よ
る
水
害
・
土
砂
災
害
発
生
（
村
内
各
所
）

13
日	•

宮
内
地
区
作
付
再
開
計
画
等
集
会
（
宮
内
集
会
所
）

15
日	•

土
地
改
良
区
第
１
回
臨
時
総
代
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

16
日	•

賑
わ
い
づ
く
り
検
討
委
員
会
（
村
役
場
）

19
日	•

「
沖
縄
ま
で
い
の
旅
」
第
２
回
事
後
研
修
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

20
日	•

「
未
来
へ
の
翼
」
北
欧
研
修　

第
２
回
事
後
研
修
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

21
日	•

第
10
回
農
業
委
員
会
定
例
総
会
（
村
役
場
）

22
日	•

佐
須
地
区
県
営
ほ
場
整
備
事
業
説
明
会
（
佐
須
公
民
館
）

23
日	•

第
８
回
飯
舘
村
議
会
臨
時
会
（
村
役
場
議
場
）

	
•

第
３
回
義
務
教
育
学
校
開
校
準
備
委
員
会
（
村
役
場
）

24
日	•
比
曽
地
区
作
付
再
開
計
画
等
説
明
会
（
比
曽
集
会
所
）

26
日	•
い
い
た
て
っ
子
発
表
会
「
赤
蜻
祭
」（
飯
舘
中
学
校
体
育
館
）

27
日	•
道
の
駅
ま
で
い
館
収
穫
感
謝
祭
（
い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館
）

	
•

い
い
た
て
秋
ま
つ
り
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

	
•

い
い
た
て
村
文
化
祭
（
学
校
エ
リ
ア
・
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

	
•

飯
樋
町
地
区
作
付
再
開
計
画
等
集
会
（
飯
樋
町
集
会
所
）

29
日	•

定
例
教
育
委
員
会
（
村
役
場
）

30
日	•

第
６
回
学
校
運
営
協
議
会
（
村
役
場
）

	
•

飯
舘
村
牧
野
組
合
協
議
会
総
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

 
月
の
村
の
動
き
と
主
な
で
き
ご
と

入札日／ 8月26日（単位：円）
工事（業務）の番号・名称 契約額（税込） 請負業者 完成予定

メモリアルホールいいたて指定管理業務 3,565,715円 ㈱ＪＡふくしま未来サービス 令和２年
３月下旬

事業再開帰還促進事業「いいたて秋まつり」イベ
ント業務 3,920,400円 飯舘村商工会 令和２年

１月下旬
【繰越明許】平成30年度ふくしま森林再生事業年
度別事業実施計画作成業務 14,080,000円（公社）福島県森林・林業・緑化協会

令和元年
11 月下旬

被災地域農業復興総合支援事業効果促進事業
飯舘村ライスセンター等用地造成工事 95,040,000円 仙建工業㈱福島支店 令和２年

３月下旬
令和元年度第７号村道舗装機能回復工事（深谷字
原地内外） 47,736,000円 濱田建設工業㈱ 令和２年

３月下旬
令和元年度第８号村道舗装機能回復工事（草野字
赤坂地内外） 35,424,000円 庄司建設工業㈱ 令和２年

３月下旬
令和元年度第９号村道舗装機能回復工事（飯樋字
町地内外） 48,924,000円 後藤建設工業㈱ 令和２年

３月下旬
令和元年度第10号村道舗装機能回復工事（小宮字
反田地内外） 47,844,000円 庄司建設工業㈱ 令和２年

３月下旬
令和元年度第11号村道舗装機能回復工事（佐須字
虎捕地内外） 47,952,000円 横山建設工業㈱ 令和２年

３月下旬

佐須大倉線落石防護網設置工事 8,208,000円 ミドリ環境建設㈱ 令和２年
１月下旬

令和元年度第１号河川除草事業（八木沢地内） 7,236,000円 濱田建設工業㈱ 令和 2年
１月下旬

令和元年度第２号河川除草事業（臼石地内） 1,242,000円 ㈱英工務店 令和２年
１月下旬

令和元年度第３号河川除草事業（佐須地内） 5,616,000円 ㈲渡建工業 令和２年
１月下旬

県道原町川俣線等改良工事（二枚橋工区）に伴う
支障物件移設工事設計業務 842,400円 ㈱東亜コンサルタント 令和２年

１月下旬

特定復興再生拠点エリア地質調査業務 3,996,000円 庄建技術㈱ 令和元年
11 月下旬

入札日/9月18日（単位：円）
工事（業務）の番号・名称 契約額（税込） 請負業者 完成予定

財務会計・人事給与・起債管理システム機器賃借
（長期継続契約） 41,863,800円 ㈱福島県中央計算センター 令和５年

３月下旬

入札日/10月1日（単位：円）
工事（業務）の番号・名称 契約額（税込） 請負業者 完成予定

「いいたてルミナリエ」イベント業務 3,993,000円 飯舘村商工会 令和２年
２月下旬

宿泊体験館きこり空調設備凍結防止工事 2,310,000円 ㈲長谷川電気工事 令和元年
10 月下旬

宿泊体験館きこり浴室棟機械室修繕工事 1,705,000円 ㈲長谷川電気工事 令和元年
10 月下旬

もりの駅まごころ外部修繕工事 18,480,000円 ㈱古俣工務店　川俣支店 令和２年
１月下旬

営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西部その１）
農業用用排水施設等補修工事（施設機械）関沢字道添地内外 16,500,000円 日本自動機工㈱東北支店 令和 2年

３月下旬
営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西部その１）
農業用用排水施設等補修工事（揚水場）関沢字道添地内外 28,050,000円 ㈱トーカン 令和２年

３月下旬
営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西部その１）
農業用用排水施設等補修工事（施設機械）関沢字道添地内外 48,950,000円 日本自動機工㈱東北支店 令和２年

３月下旬
営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西部その１）
農業用用排水施設等補修工事（取水堰）小宮字山辺沢地内外 21,065,000円 ㈲渡建工業 令和２年

３月下旬

地上デジタル放送再送信事業工事（第四期） 1,045,000円 ㈱ＴＴＫ 令和２年
１月下旬

入札結果をお知らせします



お く や み誕生おめでとう

（令和元年９月 30 日現在）
ひとの うご き

人口 　　　今　月　（前月比） 
男 2745 人 （－17）
女 2759 人 （－18）
計 5504 人 （－35）

世帯数 1813 戸 （+1）

９月１日～ 30日までの
◆◆◆ 人口動態 ◆◆◆

転入 6 人
転出 37 人
出生 2 人
死亡 6 人

（住民基本台帳人口） （9月21日から10月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し出てください。

赤ちゃんの名前 親の氏名 行 政 区

青　田　花
かの

　愛
あ

 ちゃん 大希・真恵 草野

すくすくと元気に育ってね

結婚おめでとう
氏　　　名 出 身 地

柳　生　博　紀 相馬市
和　田　千恵美 八木沢・芦原

いつまでもお幸せに

氏　　　名 年齢 行 政 区

小　椋　一二三 88 蕨平

髙　橋　正　明 68 深谷

大　澤　フジヨ 96 上飯樋

今　野　美佐子 90 飯樋町

伊　藤　幸　雄 82 長泥

高　橋　精　一 91 二枚橋・須萱

佐　藤　政　安 71 前田

ご冥福をお祈り申し上げます
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近
頃
、
会
っ
た
人
か
ら
「
年
は
取
り
た
く
な
い
も
ん
で
す
ね
」

と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

気
持
ち
は
ま
だ
ま
だ
若
い
つ
も
り
で
も
、
体
力
や
気
力
が
少
し

ず
つ
落
ち
て
い
る
と
い
う
の
を
実
感
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
聞
く
時
、
私
は
い
つ
も
あ
る
老

人
が
言
っ
た
言
葉
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　「
私
か
ら
年
を
奪
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
年
は
私

の
財
産
な
ん
で
す
か
ら
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
い
く
ら
年
を
と

っ
て
も
、
そ
れ
は
自
分
が
歩
ん
で
き
た
自
分
な
り
の
人
生
の
歴

史
で
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
財
産
な
ん
だ
か
ら
、「
年
だ
、
年
だ
」

と
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
…
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

　
自
分
な
り
に
大
変
な
中
、
精
一
杯
生
き
て
き
た
ん
だ
と
い
う

誇
り
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
肉
体
的
な
成
長
は
な
く
と
も
、
人

間
的
成
長
は
い
つ
ま
で
も
あ
る
ん
だ
と
い
う
強
い
意
志
の
表
れ

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、「
一
生
の
終
わ
り
に
残
る
も
の
は
、
私
た
ち
が
集
め
た

も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
与
え
た
も
の
だ
」
と
い
う
話
も
聞

き
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
の
避
難
中
、
私
た
ち
は
他
の
人

に
な
い
経
験
を
し
て
い
る
訳
で
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
そ

の
経
験
は
「
財
産
」
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
財
産
を
も
っ
て
い
る
ゆ
え
、
他
の
人
に
い
ろ
ん

な
形
の
想
い
を
少
し
で
も
与
え
て
い
く
こ
と
が
、「
年
だ
、
年
だ
」

と
言
わ
せ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。
そ

う
す
る
と
、大
変
な
中
で
は
あ
る
が
、こ
れ
か
ら
先
、「
お
互
い
様
」

的
な
考
え
を
も
っ
て
、
自
分
の
財
産
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と

が
、
長
生
き
の
秘
訣
に
な
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
令
和
元
年
10
月
16
日
　
飯
舘
村
長
　
菅
野  

典
雄

年は、財産

ラオス通信。
上田和昌さんの

vol.6

急速な発展とエコヘルス教育（１）
上田さんは山梨県の出身。
ラオス国立大学で活動する
青年海外協力隊の隊員です。

東京オリンピック・パラリンピック2020で村が
「復興『ありがとう』ホストタウン」を務めるラオ
スってどんな国？上田さんのリポートで素朴な疑問
に応えます。きっとラオスが身近になりますよ！

飯舘村伊丹沢字山田380番地
（いいたてクリニック内）

飯舘村　つながっぺ

「つながっぺ」は村民の憩いの場。
村の委託で飯舘村社会福祉協議会が
運営しています。送迎の都合上、利
用できる曜日が行政区ごとに決まっ
ていますが、送迎を利用しない場合
は曜日に限らず利用できます。利用
の際は、前日までにご連絡を。

きてみて
サポートセンター
 つながっぺ

次回も

　 急速な発展とエコヘルス教育

　　　　　　今回の続きのお話です!

　
私
は
ラ
オ
ス
で
、２
０
２
０
年
度
の
２
月
か
ら
、世
界
初
の

教
科
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る「
エ
コ
ヘ
ル
ス
教
育
」の
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。エ
コ
ヘ
ル
ス
教
育
と
は
、日
本
で
い
う

環
境
教
育
と
健
康
教
育
を
統
合
し
た
よ
う
な
教
科
で
す
。

　
発
展
途
上
国
の
ラ
オ
ス
で
は
、近
年
、急
速
な
近
代
化
・

都
市
化
が
進
み
、環
境
問
題
や
健
康
問
題
が
顕
在
化
し
て

い
ま
す
。例
え
ば
、1
9
6
0
年
代
に
国
土
の
約
70
％
だ
っ

た
森
林
面
積
は
、2
0
0
2
年
に
41
・５
％
に
ま
で
減
少

（
日
本
は
約
66
％
で
す
）。ま
た
、自
動
車
の
増
加
に
伴
う

交
通
事
故
死
亡
者
数
も
、2
0
0
4
年
に
は
1
1
5
人

だ
っ
た
の
に
対
し
て
、2
0
1
0
年
に
は
8
8
8
人
と
増

加
し
ま
し
た（
人
口
が
ラ
オ
ス
と
同
じ
６
０
０
万
人
台
の

千
葉
県
で
は
近
年
の
交
通
事
故
死
亡
者
数
が
２
０
０
人

前
後
）。エ
コ
ヘ
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、そ
う
し
た
課
題
に
対

応
す
る
た
め
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
社
会
や
経
済
が
発
展
し
て
い
く
と
、そ
の
開
発
に
よ
っ

て
、生
業
、つ
ま
り
生
計
を
立
て
る
手
段
が
変
化
し
て
い
き

ま
す
。ま
た
、人
間
の
生
活
様
式
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。例
え
ば
、多
く
の
人
が
車
を
使
っ
た
り
、

電
気
を
使
っ
た
り
、森
林
を
商
業
目
的
で
伐
採
し
た
り
、

生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
農
薬
を
使
用
し
た
り
と
い
う
こ

と
が
生
じ
ま
す
。そ
の
結
果
、生
態
系
や
そ
こ
に
生
き
る

生
き
物
達
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
し
ま
い
、人
間
の
健
康

も
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

●毎週月曜日から金曜日
　午前10時から午後3時まで
●昼食代  1回360円
●送迎は無料※行政区ごとに
　曜日が決まっています
●事前に利用登録をしてくだ
　さい※要介護認定に関わら
　ずどなたでも利用できます
●みんなでおしゃべりしたり
　カラオケで歌ったり、百歳
　体操やレクリエーション、
　四季折々のイベントを楽し
　んだりしています

問　飯舘村社会福祉協議会
　　☎0244‐42‐1021

　
開
発
や
発
展
と
、生
態
系
、そ

し
て
人
間
の
健
康
に
は
密
接
な
関

係
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
エ

コ
ヘ
ル
ス
は
、今
ま
で
の
健
康
の
概

念
と
は
少
し
視
点
を
変

え
た
、新
し
い
健
康
観

と
言
え
ま
す
。

混雑時の都市部
の様子。車やバイ
クが増加し、大気
汚染対策も進めら
れています。

百歳体操や軽
運動をみんな
で楽しく！

午前10時20分〜午前11時30分
※利用登録者で自力入浴可能
　な方が対象です
※無料（タオル等持参）
※昼食希望の方は昼食代360円
　が必要です

おしゃべりや
歌やゲームも
ご一緒に！

問　つながっぺ
　　☎0244‐26‐5207

入浴サービスもどうぞ！　

こんなところです…　

 まずは
お電話で

令和元年11月号 22




